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< ン テ ー フ ぇ ぷり 


【 公 式 】 少 年 サン デー 編集 部 公式 アカ ウ 
ント shonen_sunday の ツイ ー ト 


画像 は 11 月 発売 予定 の マギ 最終 巻 37 巻 の 表 多 イ ラス ト で す 。 


マギ は 今週 号 で 最終 回 を 角 え ます 。 Tweets from 

8 年 間 と いう 長い 間 、 マ ギ の 世界 を 描け て と て も 楽し か っ た で す 。 @shonen_sunday 

至ら な いと ころ も あっ た と 思い ます が 、 皆 様 に 少し で も 楽し ん で 頂け た ら 嬉 し いで す 。 

t+ 【 公 式 】 少 年 サン デー 編集 
部 Retweeted 
くさ か べ ゆ う へ .… 
(@⑥bakasakui.… ・9h 


少年 漫画 は 、 読 ん で くだ さっ た 方 が 大 人 に な る に つれ て 、 人 徐々 に 忘れ られ て いく 存在 だ と 思い ます 。 

それ で も 忙し い 日 々 の 中 で 、 時 々 ふと 思い 出し て 勇気 付け られ る よう な 、 皆 様 に と っ て マギ が そん な 存在 に 
な れ た ら と 願っ て いま す 。 

これ か ら も マギ の キャ ラク ター た ち が 和 皆様 と 共に あれ ます よう に ! 


遇 26 に 伴い 、 メ ッ セ ー ジ や お 手紙 を くだ さっ た 方 々 、 あ り が と う ご ざ いま す ! 
画家 に な っ て よかっ た な あと 噛み 締め な が ら 読 ませ て 頂い て お り ま す 。 
時 っ て お きま すね 。 
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マギ で の バッ クス テー ジ 更 新 は 今回 で 最後 に か なり ます が 、 ぜ ひま た お 会 いし まし ょ う ! 


2017 年 10 月 11 日 大 高 妃 


0 の 2) 


・Vol.366 (2017/10/11) ・Vol.365 (2017/10/04) ・Vol.364 (2017/09/27) 
・Vol.363 (2017/09/20) ・Vol.362 (2017/09/13) ・Vol.361 (2017/09/06) 
・Vol.360 (2017/08/30) ・Vol.359 (2017/08/23) ・Vol.358 (2017/08/09) 
・Vol.357 (2017/08/02) ・Vol.356 (2017/07/12) ・Vol.355 (2017/07/05) 
・Vol.354 (2017/06/28) ・Vol.353 (2017/06/21) ・Vol.352 (2017/06/14) 
・Vol.351 (2017/06/07) ・Vol.350 (2017/05/31) ・Vol.349 (2017/05/24) 
・Vol.348 (2017/05/17) ・Vol.347 (2017/05/10) ・Vol.346 (2017/04/26) 
・Vol.345 (2017/04/19) ・Vol.344 (2017/04/12) ・Vol.343 (2017/04/05) 
・Vol.342 (2017/03/29) ・Vol.341 (2017/03/22) ・Vol.340 (2017/03/15) 
・Vol.339 (2017/03/08) ・Vol.338 (2017/02/22) ・Vol.337 (2017/02/15) 
・Vol.336 (2017/02/08) ・Vol.335 (2017/02/01) ・Vol.334 (2017/01/25) 
・Vol.333 (2017/01/18) ・Vol.332 (2017/01/11) ・Vol.331 (2016/12/28) 
・Vol.330 (2016/12/14) ・Vol.329 (2016/11/30) ・Vol.328 (2016/11/22) 
・Vol.327 (2016/11/16) ・Vol.326 (2016/11/09) ・Vol.325 (2016/11/02) 
・Vol.324 (2016/10/26) ・Vol.323 (2016/10/12) ・Vol.322 (2016/10/05) 
・Vol.321 (2016/09/28) ・Vol.320 (2016/09/21) ・Vol.319 (2016/09/14) 
・Vol.318 (2016/09/07) ・Vol.317 (2016/08/24) ・Vol.316 (2016/08/10) 
・Vol.315 (2016/08/03) ・Vol.314 (2016/07/27) ・Vol.313 (2016/07/20) 
・Vol.312 (2016/07/13) ・Vol.311 (2016/07/06) ・Vol.310 (2016/06/29) 
・Vol.309 (2016/06/15) ・Vol.308 (2016/06/08) ・Vol.307 (2016/06/01) 
・Vol.306 (2016/05/25) ・Vol.305 (2016/05/18) ・Vol.304 (2016/05/11) 
・Vol.303 (2016/04/27) ・Vol.302 (2016/04/13) ・Vol.301 (2016/04/06) 
・Vol.300 (2016/03/30) ・Vol.299 (2016/03/23) ・Vol.298 (2016/03/16) 
・Vol.297 (2016/03/09) ・Vol.296 (2016/02/24) ・Vol.295 (2016/02/17) 
・Vol.294 (2016/02/10) ・Vol.293 (2016/02/03) ・Vol.292 (2016/01/27) 
・Vol.291 (2016/01/20) ・Vol.290 (2016/01/06) ・Vol.289 (2015/12/22) 
・Vol.288 (2015/12/09) ・Vol.287 (2015/12/02) ・Vol.286 (2015/11/25) 
・Vol.285 (2015/11/18) ・Vol.284 (2015/11/11) ・Vol.283 (2015/11/04) 
・Vol.282 (2015/10/28) ・Vol.281 (2015/09/20) ・Vol.280 (2015/09/16) 
・Vol.279 (2015/09/09) ・Vol.278 (2015/09/02) ・Vol.277 (2015/08/26) 
・Vol.276 (2015/08/19) ・Vol.275 (2015/08/05) ・Vol.274 (2015/07/29) 
・Vol.273 (2015/07/15) ・Vol.272 (2015/07/08) ・Vol.271 (2015/07/01) 
・Vol.270 (2015/06/24) ・Vol.269 (2015/06/10) ・Vol.268 (2015/06/03) 
・Vol.267 (2015/05/27) ・Vol.266 (2015/05/20) ・Vol.265 (2015/05/13) 
・Vol.264 (2015/04/28) ・Vol.263 (2015/04/22) ・Vol.262 (2015/04/15) 
・Vol.261 (2015/04/01) ・Vol.260 (2015/03/25) ・Vol.259 (2015/03/18) 
・Vol.258 (2015/03/11) ・Vol.257 (2015/03/04) ・Vol.256 (2015/02/25) 
・Vol.255 (2015/02/18) ・Vol.254 (2015/02/04) ・Vol.253 (2015/01/28) 
・Vol.252 (2015/01/21) ・Vol.251 (2015/01/07) ・Vol.250 (2014/12/24) 
・Vol.249 (2014/12/10) ・Vol.248 (2014/12/03) ・Vol.247 (2014/11/26) 
・Vol.246 (2014/11/19) ・Vol.245 (2014/11/12) ・Vol.244 (2014/11/05) 
・Vol.243 (2014/10/22) ・Vol.242 (2014/10/15) ・Vol.241 (2014/10/08) 
・Vol.240 (2014/10/01) ・Vol.239 (2014/09/24) ・Vol.238 (2014/09/17) 
・Vol.237 (2014/09/10) ・Vol.236 (2014/09/03) ・Vol.235 (2014/08/27) 
・Vol.234 (2014/08/20) ・Vol.233 (2014/08/06) ・Vol.232 (2014/07/30) 
・Vol.231 (2014/07/23) ・Vol.230 (2014/07/16) ・Vol.229 (2014/07/09) 
・Vol.228 (2014/06/25) ・Vol.227 (2014/06/18) ・Vol.226 (2014/06/11) 
・Vol.225 (2014/06/04) ・Vol.224 (2014/05/28) ・Vol.223 (2014/05/21) 
・Vol.222 (2014/05/14) ・Vol.221 (2014/04/30) ・Vol.220 (2014/04/23) 
・Vol.219 (2014/04/16) ・Vol.218 (2014/04/09) ・Vol.217 (2014/04/02) 
・Vol.216 (2014/03/26) ・Vol.215 (2014/03/19) ・Vol.214 (2014/03/12) 
・Vol.213 (2014/03/05) ・Vol.212 (2014/02/26) ・Vol.211 (2014/02/12) 
・Vol.210 (2014/02/05) ・Vol.209 (2014/01/29) ・Vol.208 (2014/01/22) 
・Vol.207 (2014/01/15) ・Vol.206 (2014/01/08) ・Vol.205 (2013/12/25) 
・Vol.204 (2013/12/11) ・Vol.203 (2013/12/04) ・Vol.202 (2013/11/27) 
・Vol.201 (2013/11/20) ・Vol.200 (2013/11/13) ・Vol.199 (2013/11/06) 
・Vol.198 (2013/10/30) ・Vol.197 (2013/10/09) ・Vol.196 (2013/10/02) 
・Vol.195 (2013/09/25) ・Vol.194 (2013/09/18) ・Vol.193 (2013/09/11) 
・Vol.192 (2013/09/04) ・Vol.191 (2013/08/28) ・Vol.190 (2013/08/21) 
・Vol.189 (2013/08/07) ・Vol.188 (2013/07/31) ・Vol.187 (2013/07/24) 
・Vol.186 (2013/07/17) ・Vol.185 (2013/07/10) ・Vol.184 (2013/07/03) 
・Vol.183 (2013/06/26) ・Vol.182 (2013/06/19) ・Vol.181 (2013/06/12) 
・Vol.180 (2013/06/05) ・Vol.179 (2013/04/24) ・Vol.178 (2013/04/17) 
・Vol.177 (2013/04/10) ・Vol.176 (2013/04/03) ・Vol.175 (2013/03/27) 
・Vol.174 (2013/03/19) ・Vol.173 (2013/03/13) ・Vol.172 (2013/02/27) 
・Vol.171 (2013/02/20) ・Vol.170 (2013/02/13) ・Vol.169 (2013/02/06) 
・Vol.168 (2013/01/30) ・Vol.167 (2013/01/23) ・Vol.166 (2013/01/16) 
・Vol.165 (2012/12/26) ・Vol.164 (2012/12/12) ・Vol.163 (2012/12/05) 
・Vol.162 (2012/11/28) ・Vol.161 (2012/11/21) ・Vol.160 (2012/11/14) 
・Vol.159 (2012/11/07) ・Vol.158 (2012/10/31) ・Vol.157 (2012/10/24) 
・Vol.156 (2012/10/17) ・Vol.155 (2012/10/10) ・Vol.154 (2012/10/03) 
・Vol.153 (2012/09/19) ・Vol.152 (2012/09/12) ・Vol.151 (2012/09/05) 
・Vol.150 (2012/08/29) ・Vol.149 (2012/08/22) ・Vol.148 (2012/08/08) 
・Vol.147 (2012/08/01) ・Vol.146 (2012/07/25) ・Vol.145 (2012/07/18) 
・Vol.144 (2012/07/11) ・Vol.143 (2012/07/04) ・Vol.142 (2012/06/27) 
・Vol.141 (2012/06/20) ・Vol.140 (2012/06/13) ・Vol.139 (2012/06/06) 
・Vol.138 (2012/05/30) ・Vol.137 (2012/05/23) ・Vol.136 (2012/05/16) 
・Vol.135 (2012/05/09) ・Vol.134 (2012/04/25) ・Vol.133 (2012/04/18) 
・Vol.132 (2012/04/11) ・Vol.131 (2012/04/04) ・Vol.130 (2012/03/28) 
・Vol.129 (2012/03/14) ・Vol.128 (2012/03/07) ・Vol.127 (2012/02/29) 
・Vol.126 (2012/02/22) ・Vol.125 (2012/02/15) ・Vol.124 (2012/02/08) 
・Vol.123 (2012/02/01) ・Vol.122 (2012/01/25) ・Vol.121 (2012/01/18) 
・Vol.120 (2012/01/04) ・Vol.119 (2011/12/21) ・Vol.118 (2011/12/14) 
・Vol.117 (2011/12/07) ・Vol.116 (2011/11/30) ・Vol.115 (2011/11/22) 
・Vol.114 (2011/11/16) ・Vol.113 (2011/11/02) ・Vol.112 (2011/10/26) 
・Vol.111 (2011/10/19) ・Vol.110 (2011/10/12) ・Vol.109 (2011/10/05) 
・Vol.108 (2011/09/28) ・Vol.107 (2011/09/21) ・Vol.106 (2011/09/14) 
・Vol.105 (2011/09/07) ・Vol.104 (2011/08/31) ・Vol.103 (2011/08/24) 
・Vol.102 (2011/08/17) ・Vol.101 (2011/08/03) ・Vol.100 (2011/07/27) 
・Vol.099 (2011/07/20) ・Vol.098 (2011/07/13) ・Vol.097 (2011/07/06) 
・Vol.096 (2011/06/29) ・Vol.095 (2011/06/22) ・Vol.094 (2011/06/15) 
・Vol.093 (2011/06/08) ・Vol.092 (2011/06/01) ・Vol.091 (2011/05/25) 
・Vol.090 (2011/05/18) ・Vol.089 (2011/05/11) ・Vol.088 (2011/04/27) 
・Vol.087 (2011/04/20) ・Vol.086 (2011/04/13) ・Vol.085 (2011/04/13) 
・Vol.084 (2011/03/30) ・Vol.083 (2011/03/23) ・Vol.082 (2011/03/16) 
・Vol.081 (2011/03/09) ・Vol.080 (2011/03/02) ・Vol.079 (2011/02/23) 
・Vol.078 (2011/02/16) ・Vol.077 (2011/02/09) ・Vol.076 (2011/02/02) 
・Vol.075 (2011/01/26) ・Vol.074 (2011/01/19) ・Vol.073 (2011/01/12) 
・Vol.072 (2011/01/04) ・Vol.071 (2010/12/22) ・Vol.070 (2010/12/08) 
・Vol.069 (2010/12/01) ・Vol.068 (2010/11/24) ・Vol.067 (2010/11/17) 
・Vol.066 (2010/11/10) ・Vol.065 (2010/11/02) ・Vol.064 (2010/10/27) 
・Vol.063 (2010/10/20) ・Vol.062 (2010/10/13) ・Vol.061 (2010/10/06) 
・Vol.060 (2010/09/29) ・Vol.059 (2010/09/22) ・Vol.058 (2010/09/15) 
・Vol.057 (2010/09/08) ・Vol.056 (2010/09/01) ・Vol.055 (2010/08/25) 
・Vol.054 (2010/08/18) ・Vol.053 (2010/08/04) ・Vol.052 (2010/07/28) 
・Vol.051 (2010/07/21) ・Vol.050 (2010/07/14) ・Vol.049 (2010/07/07) 
・Vol.048 (2010/06/30) ・Vol.047 (2010/06/23) ・Vol.046 (2010/06/16) 
・Vol.045 (2010/06/09) ・Vol.044 (2010/06/02) ・Vol.043 (2010/05/26) 
・Vol.042 (2010/05/19) ・Vol.041 (2010/05/12) ・Vol.040 (2010/04/28) 
・Vol.039 (2010/04/21) ・Vol.038 (2010/04/14) ・Vol.037 (2010/04/07) 
・Vol.036 (2010/03/31) ・Vol.035 (2010/03/24) ・Vol.034 (2010/03/17) 
・Vol.033 (2010/03/10) ・Vol.032 (2010/03/03) ・Vol.031 (2010/02/24) 
・Vol.030 (2010/02/17) ・Vol.029 (2010/02/10) ・Vol.028 (2010/02/03) 
・Vol.027 (2010/01/27) ・Vol.026 (2010/01/20) ・Vol.025 (2010/01/13) 
・Vol.024 (2010/01/06) ・Vol.023 (2009/12/22) ・Vol.022 (2009/12/09) 
・Vol.021 (2009/12/02) ・Vol.020 (2009/11/25) ・Vol.019 (2009/11/18) 
・Vol.018 (2009/11/11) ・Vol.017 (2009/11/04) ・Vol.016 (2009/10/28) 
・Vol.015 (2009/10/21) ・Vol.014 (2009/10/14) ・Vol.013 (2009/10/07) 
・Vol.012 (2009/09/30) ・Vol.011 (2009/09/16) ・Vol.010 (2009/09/09) 
・Vol.009 (2009/09/02) ・Vol.008 (2009/08/26) ・Vol.007 (2009/08/19) 
・Vol.006 (2009/08/12) ・Vol.005 (2009/08/05) ・Vol.004 (2009/07/29) 
・Vol.003 (2009/07/22) ・Vol.002 (2009/07/15) ・Vol.001 (2009/06/03) 


最新 メッ セー ジ 。 バ ッ ク ナ ン バ ー リ スト 


gi に 2 


1L 


SHOGAKUKAN 
100rh 


小学 館 | 雑誌 定期 購読 | プラ イバシー ポリ シー / ソー シャ ル メ ディ アポ リ シ ー | 画像 使用 ・ 著 作 権 | イン フォ マテ ィ ブ デー タ ガ イ ドラ イン | 広告 掲載 に つい て 
@⑥ Shogakukan Inc. 2023 All rights reserved. No reproduction or republication without written permission. 
掲載 の 記事 ・ 写 真 ・ イ ラス ト 等 の すべ て の コン テン ツ の 無断 複 宮 ・ 転 載 を 禁じ ます 。 


Authorized Books of Japan 


け 


10401009 


AB J マ ー ク は 、 こ の 電子 書店 ・ 電 子 書籍 配信 サー ビス が 、 著 作 権 者 か ら コ ン テ ン ツ 使 用 許諾 を 得 た 正規 版 配信 サー ビス で ある こと を 示す 登録 商標 (登録 番号 第 6 0 9 1 7 1 3 号 ) で す 。 詳し く は [ABj マ ー ク ] また は 【[ 電 子 出版 制作 ・ 流 通 協議 会 ] で 検索 し て くだ さ 
い 。 


